
社会科学習指導案（歴史的分野）
日 時 平成30年６月１日（金） 第１校時

対 象 １ 年 ４ 組 3 6 人

１ 単 元 「古代までの日本」

２ 単元の考察

本単元は，農耕の広まりや生産技術の発展，東アジアとの接触や交流と政治や文化の変化などに着

目し，事象を相互に関連付けさせることによって，日本列島における国家形成，律令制による中央集

権国家の確立，古代の文化と東アジアとの関わりなど，古代までの日本の特色を理解させることを主

なねらいとしている。この時代は，日本列島の誕生以降，大和政権による統一が進み，隋や唐の制度

を取り入れて律令国家の建設を成し遂げた時代である。また，対外的には，朝鮮半島に進出した倭の

勢力が，唐や新羅の台頭により撤退を余儀なくされながらも，遣隋使や遣唐使の派遣により積極的に

制度・文化を取り入れた時代でもある。国内・国外の様々な困難を克服しつつ，律令制が完成し古代

国家が成立していった。

生徒は中学校生活にも慣れ，意欲的に学習に取り組んでいる。小学校において，狩猟・採集や農耕

の生活，古墳，大和政権による統一の様子の３つの歴史的事象を具体的に調べることを通して，むら

からくにへと変化したことを学習している。アンケートによれば，小学校６年生で日本の歴史を学習

していることもあり，歴史的分野に関心をもつ生徒が32人（88％）と多い。しかし，原始から現代ま

での時代の中で関心がある時代は，「古代」３人（８％）と答え，関心が低いことが分かった。また，

「古代」の日本に関しては，女王卑弥呼や大和政権など歴史的事象の理解は断片的な知識に留まり，

相互に関連付け，その時代の歴史的な意味を説明するまでは至っていないことが分かった。

指導に当たっては，古代までの日本の特色を大観するために，「国家」という概念を中心にどのよ

うにして国家は成立するのか，その成立の過程を探っていく。まず，日本列島の誕生から農耕が広ま

る弥生時代までの歴史を，考古学などの成果を基に生徒に読み取らせ，自分の言葉でまとめさせる。

次に，日本各地に国が誕生し，最終的には大和政権によって，日本が統一されるまでの過程を，東ア

ジアの動きと関連させながら理解させたい。そして，国内・国外の政治や社会の変化に着目させ，そ

の関連について考察させることで，国家としての日本の姿が明らかになってくると考えた。その際，

生徒の既習知識を考慮しながら中国の歴史書や実物資料などを基に，トゥールミン・モデルを用いて

根拠と論拠を重視し，古代の特色について考察させる。この単元の内容は，まだ解明されていない部

分も多いため，最新の情報等も授業の中に取り入れながら，現在も研究が進められていることを意識

させ，歴史を学ぶ楽しさを感じさせていきたい。



３ 単元の学習内容の構造化

古代のイメージについてまとめること
○ 古代のイメージ
○ 小学校での学習

人類が誕生し，自然環境に対応しながら進化して
○ 猿人 ○ 原人 ○ 新人

いったこと
○ 旧石器時代 ○ 打製石器
○ 新石器時代 ○ 磨製石器

古代文明が大河のほとりに誕生し，農耕や生活技 ○ エジプト文明 ○ インダス文明
術などの文明が発達したこと ○ メソポタミア文明

世界の古代文明や宗教が生まれたこと，また日本列島で狩猟・採集を 中国文明がおこり，今日のアジアや日本に大きな ○ 殷 ○ 周 ○ 秦 ○ 漢
行っていた人々の生活が農耕の広まりとともに変化していったこと 影響を与える文明が発達したこと ○ 儒教 ○ シルクロード

ギリシャ・ローマの文明がおこり，現在のヨーロ ○ ギリシャ文明 ○ アテネ

ッパの文化と深く結びついていること ○ アレクサンドロス大王
○ ヘレニズム

古代文明とともに，仏教，キリスト教，イスラム ○ キリスト教 ○ イスラム教 ○ 仏教
教が生まれたこと ○ シャカ ○ ムハンマド

狩猟・採集の生活から，やがて稲作が始まり，支
○ 縄文時代 ○ 縄文土器 ○ 貝塚

配者を中心とする共同体の生活になったこと
○ たて穴住居
○ 弥生時代 ○ 弥生土器

日本の各地に国が形成され，中国に朝貢していた ○ 邪馬台国 ○ 卑弥呼 ○ 朝貢

古代までの日本を大観し こと
○ 倭 ○ 魏志倭人伝

て，特色を多面的，多角的 日本列島では東アジアとの接触や交流により，大陸の影響を受けなが ○ 漢委奴国王

に考察し，表現すること ら，国家が形成されていったこと
大和政権が東アジアと関わりながら日本を統一し ○ 大和政権 ○ 古墳時代 ○ 大王

ていったこと ○ 百済 ○ 新羅 ○ 任那
○ 渡来人 ○ 朝廷

日本列島で国が起こり，発展した過程をまとめる ○ 縄文･弥生･古墳時代の特色のまとめ
こと

聖徳太子（厩戸皇子）と蘇我馬子により，律令国 ○ 十七条の憲法 ○ 冠位十二階
家の礎が築かれたこと ○ 小野妹子 ○ 飛鳥文化

大化の改新により，天皇を中心とした政治が始ま ○ 大化の改新 ○中大兄皇子
ったこと ○ 中臣鎌足

唐の影響を受けなら，律令を基にした律令国家が ○ 壬申の乱 ○ 白村江の戦い
誕生したこと ○ 平城京 ○ 大宝律令

奈良時代の人々が，律令国家のもと，多くの税を ○ 口分田 ○ 班田収授法
負担したこと ○ 荘園 ○ 墾田永年私財法

東アジアの文物や制度を積極的に取り入れながら日本で古代国家の仕
組が整い，天皇・貴族による政治が展開し，文化の国風化が進んだこと

唐や仏教の影響を受けた，国際色豊かな文化が栄 ○ 遣唐使 ○ 聖武天皇
えたこと ○ 天平文化 ○ 東大寺

取り扱う中単元

桓武天皇により，律令制の立て直しが図られたこ ○ 桓武天皇 ○ 平安京
と ○ 平安時代 ○ 菅原道真

藤原氏を中心とする貴族政治が行われたとともに， ○ 藤原道長 ○ 仮名文字
文化の国風化が進んだこと ○ 摂関政治 ○ 平等院鳳凰堂

天皇・貴族による政治が展開されたこと ○ 奈良・平安時代の特色のまとめる

古代までの日本の特色についてまとめること ○ 原始・古代の特色
○ これまでの学習のまとめ

概 念 的 な 知 識・複 雑 な 技 能 事 実 的 な 知 識・基 本 的 な 技 能



４ 単元の目標

⑴ 日本における国家形成の過程について関心を高めさせ，意欲的に追究させる。

（社会的事象への関心・意欲・態度）

⑵ 大和政権による統一と東アジアとの関わりなどについて，多面的・多角的に考察

させ，その過程や結果を適切に表現させる。 （社会的な思考・判断・表現）

⑶ 古代の人々の生活に関する具体的な資料を読み取らせ，図表などにまとめさせる。

（資料活用の技能）

⑷ 大和政権による統一の過程や東アジアとの関わりが日本に与えた影響について，

関連付けて理解させ，その知識を身に付けさせる。

（社会的事象への知識・理解）

５ 単元の指導計画と評価の重点（全４時間） 評価（授業中） 評価（授業後）

主な評価場面と学習内容 時 評 価 規 準
（基本的な知識）

主な言語活動の

間 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 具 体 的 場 面
縄文文化と弥生文化 縄文・弥生時代の 縄文・弥生時代の 《説明》

縄文・弥生時代の人々のくら 資料から，それぞれ 人々の生活の様子を 縄文・弥生時代の遺物等から，当
しについて理解する場面 の時代の特色を考察 様々な資料から読み 時の人々の生活の様子について説明

１ し，適切に表現して 取ったり，図表など する場面

○縄文土器 ○貝塚 いる。 にまとめたりしてい

○たて穴住居 ○弥生土器 【ワークシート】 る。

○土偶 ○稲作 【ワークシート】

○吉野ヶ里遺跡

邪馬台国と東アジア 中国の歴史書から， 日本に小さな国々 《説明》

奴国や邪馬台国が中国へ使い 社会の変化や日本と が誕生する過程を理 中国の歴史書を読み取り，社会の

を送った理由について考える場 東アジアの関係につ 解し，その知識を身 変化について説明する場面

面
１

いて考察し，適切に に付けている。
表現している。 【ワークシート】

○邪馬台国 ○奴国 【ワークシート】

○卑弥呼 ○魏志倭人伝

○朝貢

大王の時代 日本が朝鮮半島へ 日本が朝鮮半島へ 《読み取り・解釈》

大和政権が東アジアに繰り返 繰り返し出兵した理 繰り返し出兵した理 中国の歴史書や古墳時代の遺物か

し出兵した理由について考える 由から，大和政権の 由について，古墳時 ら，日本の国家形成の過程について

場面 本 勢力の広がりについ 代の資料から読み取 読み取る場面

時 て考察し，適切に表 ったり，図表などに
○大和政権 ○前方後円墳 現している。 まとめたりしている。

○百済 ○高句麗 【ワークシート】 【ワークシート】

○渡来人 ○倭の五王

単元のまとめ 古代までの日本に 古 代 ま で の 日 本 《読み取り・解釈》

日本列島に国家が成立した過 ついて関心を高め， を大観し，その特 東アジアとの関わりに関する資料

程をまとめる場面 意欲的に追究し，と 色を多面的，多角 から，日本の国家成立について解釈

１ らえようとしている。 的に考察し，表現 する場面
○奴国 ○邪馬台国 【観察】 している。

○朝貢 ○大和政権 【ワークシート】

○倭の五王 ○渡来人

全４時間における各評価観点の配当時数 ① ３＋① １＋① ① ○数字は，授業後に行う評価の回数を表す。



６ 本時の実際（３／４）

⑴ 主 題 「大王の時代」

⑵ 本時の目標

ア 日本が朝鮮半島に繰り返し出兵した理由について，古墳時代の資料から「根拠」「論拠」を基

にまとめさせる。（資料活用の技能）

イ 日本が朝鮮半島に繰り返し出兵した理由から大和政権の勢力の広がりについて考察し，適切

に表現させる。（社会的な思考・判断・表現）

⑶ 主題の考察

本時は「日本列島の誕生と大陸との交流」の３時間目に当たる。この時代，日本列島では各地の

豪族が大和政権を中心に結びつきを強め，大陸と交流しながら，国内外への影響力を高めていった。

特に，鉄資源の確保や先進的な技術の吸収の必要性から，朝鮮半島への関心は高く，その盛んな交

流の様子は，高句麗好太王碑文や古事記・日本書紀など国内外の資料から理解することができる。

また，中国や日本列島との関係により，高句麗，新羅，百済，任那が複雑に対立や連携を繰り返し，

朝鮮半島の情勢は変化していった。そのような複雑な情勢の中，大和政権は東アジアの国々と対立

や協力を繰り返しながら，勢力を拡大していった。

生徒は小学校で，古墳について調べることを通して，大和政権による国土の統一が進められたこ

とを学習してきている。アンケートによれば，生徒は古墳について豪族や大王の墓であること，埴

輪や様々な副葬品が収められていることなどを理解している。しかし，大和政権の支配の様子につ

いては「九州まで支配していた」など範囲を説明することはできても，どのように支配を拡大した

のか，またその支配が拡大する過程において，その頃の東アジア諸国との関わりについて触れる生

徒はほとんどおらず，大和政権が成立するまでの過程や背景についての知識は断片的なものである

ことが分かった。

指導に当たっては，導入で日本の朝鮮への出兵史をまとめた年表から，古墳時代の日本が繰り

返し出兵していたことに疑問を持たせ，学習課題を設定する。展開では，出兵の理由を資料に基

づいて考察し，大和政権が日本列島内だけでなく，広く中国や朝鮮半島と関わりを持っていたこ

とから，大和政権の成長に東アジアとの関わりが重要であることに気付かせたい。その際，この

時期の朝鮮半島と日本列島それぞれの変化を資料から読み取らせ，それらが互いにどのように関

係するかを考察させ，自分の言葉で表現させる。さらに，どの資料も東アジア・日本列島の発展

に深く関連があることを理解させた上で，もう一度，自分自身の表現を推敲させ，古墳時代の日

本列島が，中国や朝鮮半島との関わりの中で一つの政権に統一されていったことに気付かせたい。

また，この時代の歴史については，まだ解明されていないことや，資料の解釈にも様々な説が存

在することも事実であるが，この時代までの日本を大観して，時代の特色を多面的・多角的に考

察する力を培っていきたい。



⑷ 研究に関する指導の工夫
【手立て①】トゥールミン・モデルを用いて，意思決定・価値分析・表現（提案）を行わせる工夫
日本が朝鮮半島へ繰り返し出兵した理由について，古墳時代の資料を「根拠」にして，「論拠」
を明確にしながら表現させる。(実践編１ pp36～37)
【手立て②】自己の主張に内在する価値を明確にさせるための資料の分析と提示の工夫
日本が朝鮮半島へ繰り返し出兵した理由と大和政権と地方の豪族との関係から，大和政権の勢力
の広がりについて考察させる。(実践編１ p36)

⑸ 本時の展開

主な発問や指示 時間 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 情報提示の方法と内容

＜問題把握＞
○ ３～５世紀の ５ １ 資料から，日本が朝鮮 １ 日本の朝鮮半島への
日本は朝鮮半 分 半島とどのような関わり 出兵が古墳時代に集中 日本の朝鮮出兵の歴史

島とどのよう があったかを考察する。 していることに気付か 簡易年表

な関わりを持 せる。
っていたのだ
ろうか。

２ 学習課題を設定する。 ２ 朝鮮半島に繰り返し
日本が出兵していたこ

なぜ古墳時代の日本は繰り返し朝鮮半島に出兵 とに関心を持たせなが
したのだろうか。 ら，学習課題を設定す

る。

＜本質究明＞
○ 古墳時代の日 10 ３ 高句麗好太王碑文に記 ３ 古墳時代の倭の様子
本と朝鮮半島 分 された，倭国と朝鮮半島 を確認させ，出兵とど 高句麗好太王碑文

はどのような の国々の様子について考 のように関わるか予想
状況だったの 察し，出兵の理由を予想 させる。
だろうか。 する。

○ 倭はなぜ朝鮮 10 ４ 資料を基に，３～５世 ４ 国内の変化，大陸の
に出兵したの 分 紀の国内の様子，大陸の 変化を，資料を基に
だろうか。 様子を考察し出兵の理由 考察させ，相互に関

トゥールミン・モデル

を表現する。 連づけて論理的に説
を用いたワークシート

明させる。
(実践編１ pp36～37)

古墳時代の日本・東ア

【資料活用の技能】 ジアの様子
日本が朝鮮半島へ繰り返し出兵した理由について，
古墳時代の資料を「根拠」にして，「論拠」を明確に
しながらまとめることができる。

○ 倭がなぜ繰り 15 ５ グループで出兵の理由 ５ 班で協働し，資料を
返し朝鮮半島に 分 について意見を共有し， 基に出兵の理由を考
出兵したのか， 発表する。 察させ，繰り返しの 磐井の乱

もう一度考えよ 理由を検討させる。
う。

(実践編１ p36)

【社会的な思考・判断・表現】
日本が朝鮮半島へ繰り返し出兵した理由から，大和
政権の勢力の広がりについて考察し，適切に表現して
いる。

＜洞 察＞
○ 古墳時代の特 10 ６ 本時の学習をまとめ， ６ 朝鮮半島に出兵した
色をまとめよ 分 古墳時代の特色を振り返 理由の考察を通して，
う。 り，ワークシートに自分 大和政権が国内で勢力

の考えを記述する。 を広げていったことに
気付かせる。

は評価場面， は授業中における評価観点， は授業後における評価観点

ワークシート

資料

資料

資料

資料

ワークシート



(６) 主な資料

これらの鉄鋌は，昭和 20

年に奈良県宇和奈辺陵墓参考

地の旧陪冢ろ号から出土した

ものである。この陪冢からは

鉄鋌 282 点，小鉄鋌 590 点が

出土しており，出土した鉄鋌の総重量は約 140 ㎏

に及ぶと推定されている。鉄鋌は，朝鮮半島で製

作されたものと考えられており，それ自体が鉄素

材であるという説や，あるいは権威を示す宝物と

しての性格が考えられている。

大和政権は，高度な技術を持つ渡来人

のを編成し，さまざまな物資や進んだ技

術を取り入れた。

資料１ 鉄鋌 資料２ 渡来人の組織化

資料３ 鉄資源と朝鮮半島(鉄鋌出土地)

新羅・百済はもともと高句麗

に従っていたが,倭が391年に海

を渡り,百済・加耶・新羅を征

服した。その後，百済は倭と交

流を深めた。そこで高句麗の好

太王は平壌におもむいた。その

とき倭に攻めこまれている新羅

が援軍を求めてきたので，好太

王は歩兵・騎兵５万人を派遣し

た。その軍が新羅に着くと，倭

の軍は退いた。

九州最大級の前方後円墳で，全長

約135m，後円部径約60m・高さ約18m，

前方部幅約92m・高さ約17mを測る。

墳丘周囲には幅20mの周堀と外堤を持

ち，外堤を含めると全長約170mの大

前方後円墳となる。筑紫国造磐井の

墳墓とされ，６世紀前半の築造と考

えられている。

「岩戸山歴史交流館資料」より

資料４ 高句麗好太王碑文

中学歴史資料「学び考える歴史」より「宮内庁書陵部所蔵資料」より

ビジュアルワイド「図説世界史」より

資料５ 岩戸山古墳


